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漁網 染 料 の効力(第2報)
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(漁業皐教室〉

(遺洋漁業拳数室〉

ON THE EFFICACY OF NET PRESERVATIVES 

Giichi KA W ASAKI n.nd MoもokazuUENO 

(Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 

It is 七l1epu1'po自eto make cle，，1' the p1'ese1'ving efficacy of t'lnnin 1Il.司七日1'ialsconもained

in "Dongu1'i" "Que1'c'usαcutissima"， which is n. kind of Che凶nuもtree，fo1' fishing ne匂.

Rese・Ir・clle自 onthe effic.¥cy of ne七prcservativc日 hwebeヲnm司deby many invcs'higa'hors， 

bTt not enough， because 'hhey are not e自sentialillvesもign.tio孔s.

Formerly TERADA gave out theもheo1'eもicalstudy of the 1'0もcu1'veof net. 

L. m 、-it. mβ t )  
T =:'l'.~ (L一一一 同 十一一一一-e ~ 1、 1-βLJ' 1-β 

、 <L <L 

TAUCHI inves'hig九七cdTERADA's七heo1'Y，and offel'ed the following fo1'mu1a: 

log ~ T一一=-kt十G
b T.-T 

BU-G -these formuln.s a1'e too theoreticalもoapply to pra.c七iC'11c九ses.

KA W A qAKI hss made m吊nyexperiments and th'lu offered an expe1'imental formuh， 
T=T.e-k(t-t，) 

This fo1'mula is enough to know the efficacy of net p1'ese1'vatives. 

The stwlies Oll the efficacy of neもp1'eser刊七ivesby t'lnnin m'tte1'i'll in "Dongu1'i" we1'e 

mrtde acc01'ding to KA W ASAKI's fo1'mula. 

Preserving efficacy of t'lnnin m'l.tel"hls cont:linel in "Dongur・i"for net were proven to 

not goou. 

緒 ー=
ドコ・

さきに漁網染料。効力について各種染料の腐朽曲線を正確に比較し、暫くの間抗張力が一定で或る

時期に至ると始めて減少を姶めるという事を知 h とれ，より腐朽経過を 2つの時期、即ち第1期は恒

常〈未腐朽〉の時期、第2期は減少の時期に分けて考えた。そして此の経過を貫用的には

'r==Toe-1<cト川 但し、 T:梼阿開始後 b日問。抗張力、 To:未魔朽期間。抗張力、瓦:腐何係

数、 t:腐朽開始後の日数、 to:浸水後糸D抗張力が減衰し始める迄白日数。

で表はし得るととを示した。(5)此の式の t及び kの値によっ℃貫際に漁網染料の効力を決定するー
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つの目安とした。

今此等の結果を確かめ更にドング F躍の染料効果について調査を行った。貫験の結果ドングリ溢は

幾分漁網の有効力を延長するが、ナぐ染料としての染着性を失い、有効えに染科とはなり得ないととを

知ったJ

本研究に営り御懇切なる御指導を賜った北え水産皐部井上直一敬授、寅験上結大友る御助力を賜っ

た練習船おしよろ丸乗組員各位、出口豊吉氏、西村竹七氏、:zp.岩節氏、近藤向氏に封し悲に衷心より

感謝。意を表する。

2 材料及び方法

殆ど線、て前回と同様の方法による。

<.0供試綿糸

貢t拾番手拾披綿糸函館ム漁網舎IJ止製〉

〈吟供試染料

A 素糸〈白煮〉

B rカツチJ6回染

c rカツチJl%及び重クロム酸カ1J1.5% 

D rカツチJ1.%及び重クロム酸ヵリ 0.7μ

E ドングリ能6[司染

F ドングP及び重クロム酸カリ 2.2%

G ドングH及び重クロム酸カ1Jl%

付浸漬地並に時期

画館港一昭和21年 1月20日~同年5月21日(122日間)

3 試験 結果

浸漬試験結果は第1表に示す。之に依り腐朽曲線を喬けば第1園。如〈主主る。

Table 1. Experimentn.l re3ult. 

A B C D E F G 
Date 

Jan. 24 「 16.5 153 

27 16.4 6.9 165 7.0 16.9 7.4 16.5 7.4 16.6 7.6 I 12.0 I 6.6 15.4 

30 16.4 7.3 16.5 7.7 17之 7.4 16.7 7.6 16.4 7.7 I 11.7 I 6.4 15.7 

Feb. 15.9 7.4 15.9 7.7 16.8 7.5 163 7.4 16.5 7.7 12.0 

4 15.2 7.2 16.1 7.4 16.6 7.2 16.4 7.3 16.3 7.5 11.2 6.3 I 14.0 

10 14.0 7iJ 15之 76 16.6 7.3 16.1 7.4 16.2 7.7 12.9 7.0 I 15.2 

15 i 14.4 6.8 16.6 7.3 17.2 7.1 16.8 73 15.6 7.3 11.2 6.2 15.2 

21 12.8 6.7 16.2 7.2 16.4 7.1 14.9 7.0 14.5 7.1 10.8 6.4 13.7 

26 11.5 6.2 16.4 7.6 16.6 7.5 16.1 7.3 12.9 7.0 108 6.6 12.3 
t 
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Te0mI p. 

Sea Water 

7.5 3.5・c
7.4 4.0 

7.4 4.5 

7.2 2.0 

7.0 3.0 

7.6 3.0 

6.8 3.0 

7.2 4.0 

6.7 4.0 



5.6 15.1 7.3 16.4 1 7.31 16.5 7.4 8.8 6.0 4.0 

12 I 3.9 4.2 13.6 7.6 15.9 7.7 14.1 6.9 4.9 4.8. 9.5 I 6.6 I 8.7 I 6.0 4.0 

191 2.3 3.0 11.9 7.1 14.6 7.8 126 7.5 2.7 3.9 8.2 1 6.3 1 6.8 1 5.9 5.0 

261 0.8 1.4 11.2 6.7 13.6 7.2 14.4 7.4 1.5 3.1 6.4 i 5.5 i 3.6 i 4.5 5.0 

Apr. 21 8.4 6.5 13.6 7.5 13.0 7.5 4.6 4.9 1.3 2.4 5.5 

9 5.6 5.8 3.8 4.3 7.8 5.9 1.0 1 2.0 3.7 3.4 0.1 0.7 6.0 

16 5.8 5.5 10.2 63 6.1 5.4 1.0 I 2.2 1.1 2.4 0.4 1.5 7.5 
_ 6.7 4.8! 6.9 5.8 2.2 3.6 7.0 

3.3 I 4.1 7.2 3.0 8.5 

MaY7| 2.0 刊日l47
5.2 6.4 

=1 =1 -1 =1 =1Jl 
9.5 

14 13 1.61 43 i 4.8 3.5 3.9 10.0 

21 -1 5.21 4.9 4.6 5.2 9.5 

S : StresB of tension lkg'. E : Elongation (in.) 
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第 1闘より供試染料

の防腐効果の優劣は大

瞳推察し得るも、更に

川崎、村山の質験式よ

り未腐朽期間、並に腐

朽係数を考慮に入れ，る

と、第2闘~第8園。

如くなる。
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4 f向 要

1) 各種染料について t..k， T。及び抗強力字減日教の値を示すと第2衰の知〈なる。

2) 今度新し〈試験したドングリ症の染料効果としては良い結果は得られなかった。即ち九に於

て鶴分白煮の素糸よ D長く梢々腐朽を遅らせるに過ぎない。
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3) T。については第 1報では問題にした

かったが (F)に見られ，る如< l1.6kgの坑

張力しかないものがある。此れはドングリ

と重クロム酸カリ 2.2%の並用した結果で、

従来。重クロム酸カ]JV繋害はないと言は

れておる事よりして、鹿理の不徹底か重ク

ロム酸カリの鍵度の震か今後充分調査した

ければならないと忠はれる。

4) 第 1 報のコールグ~)j.，、 O..K. R.染

料の有効な事と合せて従来のカツチと遁度
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の重クロム酸カ 9の並用が良い。

r=o 

第1報の結言でも述べた如く染料の効力は第11こし第2に kv犬小によって判定される。向未

腐朽期聞の存在は被膜D構成及び其の固定の馬である。海水浸査中長期に亘ってか Lる性質を保つも

のがよい。

未魔朽期間中の染替による長期使用及び抗張力減少の原因(単糸の擦り Dゆるみと腐朽等〉につい

ては更に調査を要する。

結5 

献

各種調糸類D腐朽に就て、水産講習所試験報告、 9巻、 6冊、大lE3年

網糸寵朽の物理、水産講習所試験報告、 22巻、 5冊、昭和2年

漁網染料試験報告(第1報入北海道水産試験場報告、大正15年3月

漁網染料の防腐効力に就て、日本水産準舎誌、 3巻、 2観、昭和9年7月

漁網染料の効力、第 1報、水産皐雑誌50披、昭和 17年 10月

漁網染料。防鴎効果について、水量挙舎誌、 11，(41，昭利 17年

漁網染斜の随時効果について.水産準曾誌、 12，(弘昭和 18年
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